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作
家
・
万ま

城き

目め

学
さ
ん
初
の
長

編
作
品
を
映
画
化
し
ま
し
た
。
大

坂
夏
の
陣
で
豊
臣
家
が
滅
亡
し
た

あ
と
、
４
０
０
年
に
わ
た
り
「
あ

る
も
の
」
を
守
り
続
け
て
き
た
大

阪
に
住
む
男
た
ち
と
、
そ
れ
を
知

ら
ず
に
中
央
か
ら
大
阪
に
や
っ
て

き
た
会
計
検
査
院
メ
ン
バ
ー
と
の

攻
防
を
軸
に
、
５
月
の
10
日
間
を

描
き
ま
す
。

　

会
計
検
査
院
の
３
人
の
検
査
官

が
調
査
の
た
め
に
大
阪
に
や
っ
て

き
ま
す
。
調
査
リ
ス
ト
に
あ
っ
た

ひ
と
つ
「
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」
と
い
う
団
体

の
補
助
金
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
に

も
完
璧
な
た
め
に
疑
問
を
抱

き
ま
す
。
そ
し
て
実
地
調
査

に
訪
れ
た
「
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」
と
い
う
団

体
の
真
実
を
知
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
大
阪
国
」
と
い
う
独
立
国
を
も

ち
、
総
理
大
臣
も
い
る
こ
と
を
知

り
ま
す
。
補
助
金
は
「
あ
る
も

の
」
を
守
り
続
け
る
資
金
で
し

た
。
補
助
金
を
め
ぐ
る
会
計
検
査

院
と
「
大
阪
国
」
と
の
攻
防
は
府

庁
前
で
の
対
決
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
に
…
。

　

登
場
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
真

田
、
浅
野
、
長
曽
我
部
、
蜂
須
賀

な
ど
豊
臣
家
に
関
係
す
る
武
将
た

ち
の
名
前
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
荒
唐

無
稽
で
す
が
、
と
に
か

く
、
大
阪
人
な
ら
よ
く
知

っ
て
い
る
商
店
街
な
ど
の

場
所
や
建
物
が
つ
ぎ
つ
ぎ

と
登
場
す
る
だ
け
に
、
大

阪
的
な
親
近
感
が
あ
り
ま

す
。
史
実
に
近
い
の
は
、

実
際
に
天
王
寺
区
の
三
光

神
社
に
真
田
幸
村
の
像
や

大
阪
城
か
ら
の
抜
け
道
と

さ
れ
る
入
り
口
が
あ
る
こ

と
。
映
画
の
つ
い
で
に
大

阪
城
の
歴
史
も
ぜ
ひ
学
習

す
る
と
お
も
し
ろ
い
か

も
。
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交
野
市
は
七
夕
や
星
に
関
わ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
伝

説
や
地
名
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
夕
伝
説
は
、

今
か
ら
約
１
６
０
０
年
ほ
ど
前
に
、
中
国
大
陸
か
ら
養

蚕
と
機
織
の
技
術
を
日
本
に
伝
え
る
た
め
に
移
り
住
ん

だ
渡
来
人
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
交
野
市
の
倉
治
地
域
に
は
、
渡
来
人
で
あ
っ
た
秦

（
は
た
）
氏
の
祖
先
を
祭
る
「
機
物
（
は
た
も
の
）
神

社
」
が
あ
り
ま
す
。
古
代
か
ら
伝
わ
る
七
夕
伝
説
と
も

相
ま
っ
て
、
機
織
り
の
神
様
の
「
織
姫
」（
お
り
ひ

め
）
が
神
社
の
祭
神
と
な
り
、
神
社
の
名
前
も
、
渡
来

人
の
名
に
ち
な
ん
で
い
た
「
秦
者
（
は
た
も
の
）」
か

ら
、
い
つ
し
か
「
機
物
（
は
た
も
の
）」
に
変
わ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
な
る
と
こ
の
地
域

は
、
天
皇
や
貴
族
が
狩
り
を
す
る
別
荘
地
と
な
り
、
宮

廷
人
に
よ
る
歌
会
も
催
さ
れ
ま
し
た
。「
一
年
に
一
夜

と
思
へ
ど　

た
な
ば
た
の　

逢
い
見
む
秋
の
限
り
な
き

哉
」
と
い
う
紀
貫
之
の
歌
（
拾
遺
和
歌
集
）
も
こ
こ
で

詠
ま
れ
ま
し
た
。
機
物
神
社
の
近
く
を
流
れ
る
川
に
は

「
天
の
川
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
お
り
、
川
に
架
か

る
橋
は
「
逢
合
橋
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
橋
を

渡
る
と
、
神
社
の
対
岸
に
位
置
す
る
中
山
観
音
廃
寺
跡

に
は
牽
牛
を
祭
っ
た
石
（
牽
牛
石
）
が
あ
り
ま
す
。

「
七
夕
祭
り
」
が
盛
ん
な
地
域
は
全
国
に
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
地
域
全
体
に
こ
れ
ほ
ど
の
七
夕
伝
説
の
地
名

や
伝
承
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
交
野
市
を
お
い
て
他
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
日
本
に
お
け
る
七
夕
伝
説
発

祥
の
地
で
も
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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　1945年（昭和20年）７月10日未明の
堺大空襲で、狭い市街地に700トンも
の焼夷弾が落とされ、ほとんどが焼け
野原になりました。７万人以上が住む
家を失い、3000人以上の死者が出たと
の記録がありますが、後の市民団体に

よる調査では、その倍以上の犠牲者が
いたといわれています。南海本線堺市
駅前には「戦災受難の地」の碑が立っ
ており、詩人・坂村真民氏の「念ずれ
ば花ひらく」の詩文が記されていま
す。

　

１
９
７
０
年
、
ア
ジ
ア
で
初

め
て
開
催
さ
れ
た
「
日
本
万
国

博
覧
会
」（
通
称
＝
万
博
）。

「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
万
博
は
６

４
２
２
万
人
と
い
う
入
場
者
数

を
記
録
し
、「
20
世
紀
最
大
の

祭
典
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
万

博
は
、
企
画
内
容
に
対
す
る
賛

否
も
含
め
て
様
々
な
議
論
と
話

舘
」
を
改
装
し
て
、
万
博
当
時

の
記
録
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

未
公
開
を
含
む
約
３
０
０
０
点

の
資
料
、
写
真
、
映
像
な
ど

で
、
当
時
の
模
様
を
再
現
。
日

本
中
が
熱
気
と
興
奮
に
沸
い
た

あ
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
あ
の
時
、
国
民
が
夢
に

描
い
た
「
未
来
の
日
本
」
と
、

題
を
呼
び
ま
し
た
が
、
40
歳
代

半
ば
以
上
の
人
な
ら
、
あ
の
時

の
熱
気
を
記
憶
に
と
ど
め
て
い

る
人
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
昨
年
（
２

０
１
０
年
）
３
月
、
万
博
開
催

40
周
年
を
記
念
し
て
開
館
し
ま

し
た
。
当
時
の
展
示
舘
で
唯
一

保
存
さ
れ
て
い
た
旧
「
鉄
鋼

41
年
た
っ
た
「
い
ま
の
日
本
」

を
見
つ
め
る
よ
い
機
会
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

七
夕
伝
説
と
機は

た

物も
の

神
社

戦災殉難地の碑

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
地
名
と

伝
承
が
残
る
ま
ち

　恋は人の心に、ものに感じやすい繊細な感情を呼び起こすという
意味です。古代ギリシャの哲学者・プラトンは、ソクラテスの弟子
でアリストテレスの師でした。精神的な恋愛を意味する言葉「プラ
トニック・ラブ」は、プラトンの名前に由来しています。プラトン

恋に肩をたたかれたときには
常日頃は詩的な調べに耳をかさないような男でさえ
詩人になるのである

「この広い世の中には、どこに行っても、そこに骨を埋めるにふさわしい青々とした美しい山
があるではないか」という幕末の勤王僧・月性（げっしょう・1817～1858）の句です。周防の
国（現在の山口県）の妙円寺本願寺派の僧として、吉田松陰や久坂玄瑞とも親交があり、各地
で国防の強化を遊説したことから、「海防僧」とも呼ばれました。

人
じん

間
かん

到る処青山有り

あ
の「
万
博
の
時
代
」に

 
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
は
？なつかしいパビリオンの

模型も展示しています　

ミュージアムメモ
▶所在地／吹田市千里万博公園
10-10▶交通／大阪モノレール
「万博記念公園駅」下車徒歩15分
▶開館時間／10時～17時（入館は
16時30分まで）▶休館日／毎週水
曜日（祝日の場合はその翌日）、
12月28日～翌年１月１日▶入場料
／常設展で高校生以上200円、中
学生以下無料。（但し、自然文化
園入園料が別途必要。大人250
円、小中学生70円）▶連絡先／電
話06－6877－4737

月性

EXPO’70
パビリオン
（吹田市）

（交野市）

ハ
ー
ト
型
の
石
碑
も
あ
り

ま
す

（堺市）

毎年７月10日は、碑文の前で平和の集いが開かれます

「大阪国」が存在する？


